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今
年
６
月
30
日
、
厚
生
労

働
省
「
薬
剤
師
の
養
成
及
び

資
質
向
上
等
に
関
す
る
検
討

会
」
は
約
１
年
間
に
わ
た
る

検
討
を
終
え
、
次
の
４
部
で

構
成
さ
れ
る
「
と

り
ま
と
め
」
を
発

表
し
ま
し
た
。

　

１
．
は
じ
め
に

　

２
．
今
後
の
薬
剤
師
に
も

と
め
る
べ
き
役
割
及
び
そ
れ

を
踏
ま
え
た
需
給
推
計

　

３
．
ま
と
め
（
提
言
）

　

４
．
お
わ
り
に

　
「
と
り
ま
と
め
」
に
は
薬

剤
師
の
養
成
、
薬
学
教
育
、

国
家
試
験
、
薬
剤
師
の
業

務
、
資
質
向
上
等
に
つ
き
、

多
岐
に
わ
た
る
提
言
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
が
、
令
和
の
時

代
に
入
り
初
と
な
る
「
薬
剤

師
の
需
給
推
計
」
も
注
目
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
推
計
は
２
０
２
０

年
か
ら
45
年
ま
で
の
25
年
間

を
対
象
と
し
、
供
給
、
需
要

と
も
に
機
械
的
な
推
計
お
よ

び
変
動
要
因
を
考
慮
し
た
推

計
の
２
種
の
推
計
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

供
給
数
は
足
下
の
32
・
５

万
人
が
43
・
２
万
～
45
・
８

万
人
に
、
需
要
数
は
32
・
０

万
人
が
33
・
２
万
～
40
・
８

万
人
に
と
推
計
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
推
定
の
主
な
前

提
条
件
と
し
て
、
需
要
予
測

に
お
い
て
は
処
方
箋
受
取
率

85
％
を
上
限
と
し
、
医
療
機

関
の
病
床
数
を
現
状
と
同
程

度
に
、「
患
者
の
た
め
の
薬

局
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
沿
っ
た
業

務
充
実
等
を
見
込
み
ま
す
。

ま
た
、
供
給
予
測
で
は
直
近

と
な
る
18
年
届
出
薬
剤
師
数

を
基
準
と
し
、
生
存
薬
剤
師

数
は
推
計
年
に
お
け
る
年
齢

別
生
存
率
を
基
に
、
新
規
薬

剤
師
数
は
、
大
学

入
学
定
員
を
踏
ま

え
、
国
家
試
験
合

格
率
を
75
％
に
設

定
し
て
算
出
。
推
計
結
果
は

上
図
の
通
り
、
ど
の
ケ
ー
ス

を
見
て
も
常
に
供
給
は
需
要

を
上
回
る
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

２
通
り
の
供
給
推
計
の
範

囲
が
狭
い
の
は
、
薬
剤
師
養

成
に
は
６
年
間
の
大
学
教
育

が
前
提
と
な
り
、
一
定
規
模

の
入
学
定
員
が
維
持
さ
れ
る

こ
と
。
そ
し
て
国
家
試
験
合

格
者
も
相
対
的
合
格
率
が
採

用
さ
れ
て
い
る
た
め
一
定
程

度
担
保
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

人
口
減
少
・
大
学
進
学
者
数

の
減
少
が
予
測
さ
れ
る
も
の

の
大
き
な
変
化
は
生
じ
に
く

い
と
判
断
さ
れ
た
た
め
で

し
ょ
う
。

　

一
方
、
需
要
推
計
は
薬
剤

師
全
体
の
約
８
割
を
占
め
る

薬
局
・
医
療
機
関
の
需
要
に

つ
い
て
の
、
人
口
、
処
方
箋

枚
数
、
病
床
数
を
基
礎
と
す

る
予
測
を
ベ
ー
ス
に
、
そ
れ

に
各
職
域
の
需
要
を
積
み
上

げ
て
総
数
を
算
出
し
て
い
ま

す
。
業
務
が
充
実
す
る
と
の

前
提
は
、
そ
の
仮
定
の
置
き

方
に
よ
り
充
実
の
程
度
の
予

測
に
幅
が
生
じ
、
結
果
と
し

て
需
要
推
計
の
範
囲
が
広
が

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
推
計

の
限
界
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ち
な
み
に
２
年
前
、
18
年

の
需
給
予
測
の
際
は
処
方
箋

受
取
率
75
％
を
上
限
に
設
定

し
て
お
り
、
薬
局
従
事
者
は

18
年
度
の
17
・
７
万
人
が
43

年
度
21
・
１
万
人
へ
と
、

３
・
43
万
人
の
増
加
を
見
込

み
、
病
院
・
診
療
所
従
事
者

数
は
18
年
度
の
５
・
93
万
人

が
25
年
度
に
は
５
・
８
万
人

に
減
少
し
、
43
年
度
ま
で
同

水
準
で
の
需
要
を
見
込
み
ま

し
た
。

　

供
給
数
は
、
17
年
度
末
時

点
の
生
存
者
累
積
数
を
算

出
、
総
数
を
36
・
８
万
人
と

計
算
し
、
そ
の
後
は
18
、
19

年
度
は
合
格
者
実
数
を
、
20

年
度
以
降
は
今
後
の
人
口
減

少
社
会
に
お
け
る
大
学
進
学

希
望
者
数
の
減
少
を
踏
ま
え

て
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
25
年
間
（
18
～

43
年
）
の
需
給
予
測
は
、
供

給
総
数
は
37
・
２
万
人
が

42
・
５
万
～
40
・
８
万
人
、

需
要
総
数
は
37
・
０
万
人
が

40
・
０
万
人
に
伸
び
、
今

後
、
現
在
の
水
準
以
上
に
薬

剤
師
養
成
が
必
要
と
な
る
状

況
は
考
え
に
く
い
と
結
論
づ

け
て
い
ま
す
。　　
（
続
く
）

藤井もとゆきの

ひとり言

薬
剤
師
の
需
給
推
計
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（厚生労働省資料より）

図　薬剤師の需給推計
　

ア
イ
・
フ
ァ
ル
マ
は
、
岡
山

大
学
病
院
薬
剤
部
と
の
共
同
研

究
で
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
。
院

内
の
Ｄ
Ｉ
室
と
医
療
従
事
者
の

質
疑
応
答
事
例
や
様
々
な
情
報

源
を
整
理
し
、
Ａ
Ｉ
を
利
用
し

て
必
要
な
情
報
の
素
早
い
抽
出

が
可
能
で
、
全
国
の
医
療
従
事

者
は
無
料
で
利
用
で
き
る
。

　

岡
山
大
学
と
共
同
研
究
を
続

け
て
お
り
、
段
階
的
に
機
能
を

拡
充
し
て
い
る
。
今
年
12
月
に

は
機
能
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、

院
内
外
で
双
方
向
の
や
り
と
り

が
で
き
る
掲
示
版
機
能
や
、
製

薬
企
業
な
ど
が
イ
ベ
ン
ト
を
告

知
で
き
る
お
知
ら
せ
機
能
な
ど

を
実
装
す
る
予
定
だ
。

　

木
村
氏
は
、
多
数
の
利
用
者

が
協
力
し
集
合
知
と
し
て
活
用

で
き
る
よ
う
に
「
仮
想
空
間
上

に
ス
マ
ー
ト
Ｄ
Ｉ
室
を
つ
く

る
」
と
展
望
。
現
在
は
薬
剤
師

を
中
心
に
約
１
２
０
０
人
が
利

用
し
て
い
る
が
、
１
年
後
に
は

５
０
０
０
人
、
２
年
後
に
は
３

万
人
、
将
来
は
15
万
人
の
利
用

者
を
獲
得
し
た
い
と
語
っ
た
。

　

同
日
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
医
療

業
界
の
関
係
者
が
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｄ
Ｘ
）
の
方
向
性
を
討
議
。

病
院
薬
剤
師
を
経
て
起
業
し
た

佐
古
卓
人
氏
（
Ｈ
＆
Ｈ 

Ｃ
Ｏ

Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
取
締
役
）
は
、
製

薬
企
業
か
ら
医
療
従
事
者
に
提

供
さ
れ
る
情
報
の
あ
る
べ
き
姿

と
し
て
「
構
造
化
さ
れ
た
再
利

用
性
の
高
い
情
報
が
本
当
に
価

値
の
あ
る
医
療
情
報
と
言
え

る
」
と
強
調
し
た
。

　

佐
古
氏
は
「
現
状
で
は
製
薬

企
業
の
Ｍ
Ｒ
が
分
か
り
や
す
い

説
明
を
し
て
く
れ
た
り
、
見
や

す
い
資
料
を
作
っ
て
く
れ
た
り

す
る
こ
と
が
価
値
の
あ
る
医
療

情
報
と
さ
れ
て
い
る
が
、
数
カ

月
後
に
実
際
の
患
者
を
目
の
前

に
し
た
時
、
容
易
に
引
き
出
せ

な
い
」
と
指
摘
。
電
子
カ
ル
テ

な
ど
と
連
携
し
て
情
報
を
再
利

用
で
き
る
よ
う
に
、
製
薬
企
業

に
対
し
て
、
標
準
的
な
コ
ー
ド

で
タ
グ
や
ラ
ベ
ル
を
つ
け
た
情

報
や
、
Ｘ
Ｍ
Ｌ
等
で
構
造
化
し

た
情
報
の
作
成
や
提
供
に
取
り

組
む
よ
う
求
め
た
。

２
年
後
３
万
人
の
利
用
者
に

ア
イ
・
フ
ァ
ル
マ
拡
充
に
注
力

　

木
村
情
報
技
術
は
こ
の
ほ
ど
、
創
立
15
周
年
記
念
セ
ミ
ナ
ー
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
し
た
。
２
０
０
５
年
の
起
業
後
、
ウ
ェ
ブ
講
演
会
ラ
イ
ブ
配
信
サ
ー
ビ
ス
や

人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
が
製
薬
企
業
を
中
心
に
ヒ
ッ
ト

し
、
今
で
は
４
０
０
人
以
上
の
社
員
を
抱
え
る
ま
で
に
成
長
し
た
同
社
。
製
薬
企

業
の
Ｍ
Ｒ
を
経
て
同
社
を
立
ち
上
げ
た
木
村
隆
夫
社
長
は
同
日
の
セ
ミ
ナ
ー
で
、

多
施
設
の
医
療
従
事
者
が
医
薬
品
情
報
を
管
理
・
共
有
す
る
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム

「
Ａ
Ｉ
︲
Ｐ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ａ
（
ア
イ
・
フ
ァ
ル
マ
）」
の
拡
充
に
引
き
続
き
注
力
す
る

と
報
告
。
２
年
後
に
３
万
人
の
利
用
者
獲
得
を
目
指
す
考
え
を
示
し
た
。

木村情報技術

　

木
下
芳
一
氏
（
兵
庫
県
立
姫

路
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
院
長
）

は
、
あ
る
べ
き
電
子
カ
ル
テ
の

姿
に
つ
い
て
「
リ
ス
ク
の
高
い

薬
を
処
方
す
る
場
合
に
は
Ａ
Ｉ

が
検
査
デ
ー
タ
を
評
価
し
て
止

め
て
く
れ
た
り
、
最
新
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
反
す
る
医
療
行
為

に
は
警
告
を
発
し
た
り
す
る
な

ど
、
電
子
カ
ル
テ
が
助
け
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」

と
展
望
を
語
っ
た
。

　

厚
生
労
働
省
は
７

月
30
日
、「
２
０
２

１
年
度
版
厚
生
労
働

白
書
」を
公
表
し
た
。

医
療
・
福
祉
分
野
で

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
に
よ
り
、
医
療
機
関

へ
の
受
診
控
え
が
増
加
し
た
一

方
、
地
域
で
医
療
福
祉
人
材
や

病
床
、
医
療
機
器
・
材
料
等
を

確
保
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

と
の
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
と
指
摘
。い
つ
発
生
す
る
か

分
か
ら
な
い
新
興
感
染
症
な
ど

の
健
康
危
機
や
大
規
模
な
災
害

な
ど
を
念
頭
に
置
き
、
平
時
か

ら
の
備
え
と
し
て
危
機
に
強
い

医
療
提
供
体
制
を
構
築
す
る
必

要
性
を
提
言
し
て
い
る
。

　

白
書
は
２
部
構
成
と
な
っ
て

お
り
、
第
１
部
で
は
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
社
会

保
障
」
の
テ
ー
マ
で
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
に
よ
る
国
民
生
活
へ
の

影
響
や
そ
の
対
応
に
つ
い
て
分

析
を
行
う
と
共
に
、
社
会
的
危

機
に
お
け
る
社
会
保
障
の
役

割
や
課
題
に
つ
い
て
考
察
。
第

２
部
で
は
「
現
下
の
政
策
課
題

へ
の
対
応
」
と
し
て
、
子
育
て

や
雇
用
、
年
金
、
医
療
・
介
護

な
ど
厚
労
行
政
の
各
分
野
に
つ

い
て
最
近
の
施
策
の
動
き
を
ま

と
め
た
。

　

感
染
拡
大
へ
の
対
応
を
通
じ

て
見
え
て
き
た
課
題
と
し
て
、

▽
危
機
に
強
い
医
療
・
福
祉
現

場
▽
社
会
保
障
に
お
け
る
デ
ジ

タ
ル
技
術
の
実
装
化
▽
多
様
な

働
き
方
を
支
え
る
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
▽
性
差
に
よ
っ
て
負
担

に
偏
り
が
生
じ
な
い
社
会
作
り

▽
孤
独
・
孤
立
を
防
ぎ
、
つ
な

が
り
・
支
え
合
う
た
め
の
新
た

な
ア
プ
ロ
ー
チ
―
―
の
五
つ
を

抽
出
し
て
い
る
。

危
機
に
強
い
医
療
現
場
に

平
時
の
準
備
が
重
要
と
提
言

21年度厚労白書


